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はじめに
　ここでキャリア理論とは，主として学校で行われる職業（進路）選択の指導および職業的発
達（キャリア発達）の指導を中心とするキャリアガイダンス・カウンセリング（日本の場合は
学校進路指導）の根拠となる理論一般を指している1）。
　また，キャリア理論の分類学ないしその類型的考察は，「地域的・国家的・国家圏的視点に
立ち，民族の文化的背景に着目した類型的考察」を指向する比較進路指導学のひとつとされ
る2）。しかし，これまでに開発されてきたキャリア理論は欧米の理論が中心であったから，厳
密な意味では，比較進路指導学としてのキャリア理論の分類学は欧米の理論間の比較研究が主
たる内容とならざるをえない。
　さて，キャリア理論の分類学は，「理論の理論」という意味においてメタ理論に属す（バッ
トマン，W．とマクマホン，M．，1999）。そして，メ・タ理論としてみると，キャリア理論の分類学は，
理論間の差異性，類似性，共通性等を推し量りながら理論を整理・分類する段階から，一歩踏
み込んで，各理論の理論としての成熟度を評価しながら理論の収量化（CO即erge織ce），再編化
（restrucもuring），統合化G就egration）の可能性を探る段階へと移りっっある。
　本稿は，上述のようなキャリア理論の分類学の現状や動向を考慮に入れて，以下のような課
題に迫っていきたい。
1．欧米のキャリア理論の中から，現代のキャリアガイダンス・カウンセリングおよび学校進
路指導に強い影響力を持つと思われる理論をいくつか取りあげ，それらの理論間の異同等を明
らかにしながら，理論としての成熟や進展の方向性を見定めていく。
2．キャリア理論に生じた「転回」（evol鷺tioのの事実を確認するとともに，それが実践上に
どのような変動をもたらしたかを明らかにしていく。
3．現代学校進路指導をキャリア理論の転回の延長線上に置いたとき，それが理論としての成
熟や進展にかなう実践となるためにはどのような契機が存在するか，その可能性を拓いてみる
こと。
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1．現代のキャリア理論の諸類型とその類型的考察
　欧米のキャリア理論の百年史には，少なくとも3っの大きな転換期のあったことが知られて
いる。1っは，パーソンズ，F．の事績に代表される20世紀初頭の職業指導運動の草創期，2
つは，1950年代にギンズバーグ，E．，スーパー，　D．　E．らが職業的発達理論を提唱した時期，
そして，3つは，主として1980年代以降の，ポストモダニズムを背景とする新キャリア理論が
出現した時期である。
　次頁の「表　現代キャリア理論の諸類型」（以下，「表」という。）は，およそ1世紀の問に
現れた欧米（英国，カナダ，米国）のキャリア理論の分類例を示したものである。
　今，こ：こから，上述の3っの転換期を念頭に入れて現代のキャリアガイダンス・カウンセリ
ングおよび現代学校進路指導に強い影響力を持つと考えられる理論を取り出すと以下のように
なる。
第1群（1900～）二特性因子理論，パーソナリティ理論社会学的理論。
第2群（1950～）：発達理論，認知的発達理論。
第3群（1980～）：解釈学的アプローチ，生態学的理論。
　以下，類型的にみたときの各理論の特質を捉えていく。
・特性因子理論；この理論は別名「マッチング理論」とも呼ばれるように，個人の心理的特性
と進路先の要件（因子）とを適合させる方法を示すもので，パーソンズ，F．（1909）にその
ルーツがあるとされている。以来，この理論はおよそ100年の歴史を持つが，その間，精神測
定運動，職業情報理論カウンセリング理論等の成果を取り入れ，理論としての体系化が進み，
その精度も高めてきている。ロー，B．（198Dがこの理論を「科学的マッチング理論」とし
て分類したのは，理論としての科学性を認めているからであり，ギンズバーグ，E．（197D
がこの理論を「適応理論」としたのは，むしろ，特性と因子の適合性に着目して，それが社会
的・職業的適応の条件であるとしたからである。一方，パリー，R．とヴォルフ，　B．（1962）
は，この理論の本質は，特性と因子のマッチングの方法にあるから，理論というよりも「方法
論」（Methodology）であるとしており，他の理論（パターン理論動機理論，自己理論）と
の差異化を図っている3）。
・パーソナリティ理論；パーソナリティ理論は，個人の衝動や欲求，興味と性格，あるいは全
体としてのパーソナリティが基本的にその個人の進路を方向づけ，決定づけるとみる理論であ
る。古くは，発達の初期段階での基本的欲求（特に愛情と自尊への欲求）の充足・不充足のあ
り方がその個人の職業選択を水路づけるとしたロー，A．（1956）の精神分析学的理論，個人
が選択する職業は，個人が最も関心のある要求を最もよく充足することができると信ずる職業
であると説いたホポック，R．（1967）の要求理論，また，最近では，職業は，基本的に同じ
型のパーソナリティを持つ人々によって占められていると考え，パーソナリティと職業との照
合関係を明らかにしたホランド，J．　L．（1970，1973）の理論個人の自己像の中心にあって
その個人が最も放棄したがらない欲求・動機・能力・価値観等の集合である「キャリア・アン
カー」（career　anchor）の存在を認め，その社会的・職業的実現を期したシャイン，　E．　H．
（199Dの理論などがこの類型に入る。
　パーソナリティ理論は，パーソナリティという個人の特性を明らかにし，その社会的・職業
的実現を目指しているとみれば，これを特性因子理論の一種とすることができる。「表」にお
いて，パックマン，R．　B．（1965）が，ホランドの理論をマッチング理論として類型化したの
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表　現代キャリア理論の諸類型
分類者（年） 理論の類型（研究者）
ロックウェル，P．」．とロスニィ，」．W．M．
（1961）一職業指導運動の草創期
社会改良霊義（パーソンズ，F．）
社会三音主義（デーヴィス，J．）
社会進化論（り一ド，A。とウィーヴァー，　E．W．）
新しい科学論（ヒル，D．S．）
パリー，Rとヴォルフ，　B．（1962） 方法論（パーソンズ，F．）
パターン理論（ビューラ，C．，ギンズバーグ，　E．，ミラー，
　D．C．とフォーム，　W．H．，スーパー，：D．E．）
動機理論（ロー，A．）
自己理論（ロジャーズ，C．R．，スーパー，　D．E．）
パックマン，RB．（1965） 偶然理論・運命論（ミラー，D．C．とフォーム，　W．H：．）・
　衝動理論（ブリル，A．A．）・試行錯誤説
マッチング理論（パーソンズ，F．，ホランド，　J．L。）
パーソナリティ理論（ロー，A．，その他の精神分析学
　者）
自己概念理論・同…一性理論（ギンズバーグ，E．，スーパー，
　D．E．，ティードマン，　D．V．とオハラ，　R．P．）
意思決定理論（ジェラット，H．13．）
オシポー，S．H．（1968） 特性因子理論（パーソンズ，F．）
社会学的モデル（カプロー，T．，ホリングスヘッド，　A．
　B．，ミラー，D．C．とフォーム，W．H．）
自己概念・発達理論（ビューラー，C．，スーパー，　D．E．，
　ギンズバーグ，E．，ロジャーズ，C．R．）
パーソナリティ理論（ホポック，R．，ロー，A，，ホラン
　　ド，J．L．）
スーパー，D．E．（1969） 発達理論
　①職業的成熟理論（スーパー，D。E．，クライツ，
　J．0．）
　②自己概念と役割に関する理論
　③役割理論
構造理論
　①人間関係論（ロー，A．）
　②欲求理論（ボーディン，E．S．と彼の協力者）
　③特性因子理論
　④多元的特性理論（フラナガン，」．C．）
　⑤興味理論（ホランド，よL．）
　⑥その他のアプローチ（ティードマン，D．V．とオ
　ハラ，R．P．）
ギンズバーグ，E．（1971） 適応理論（パーソンズ，F．）
発達理論（ギンズバーグ，E．，ロジャーズ，　C．R．，スー
　パー，D．E）
環境改善論（ボーイ，A．V．とパイン，G．」．）
ロー CB．　（1981） 科学的マッチング理論（パーソンズ，F．）
ヒューマニスティック理論（ロジャーズ，C．R．，ロー，
　A．，スーパー，D，E．）
機能主義（ロバーツ，K．，その他の社会学者）
コミュニティ理論・生態学的理論（ロー，B．）
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ゾネンフェルト，J．とコッター，J．P．
（1982）
コリン，A．とヤング，　R．A．（1986）
　　一理論の新しい方向性として
サヴィカス，M．L．（1995）
ブラウン，D．とブルックス，L．（1996）
　　一現代の理論として
バットマン，W．とマクマホン，M．
（1999）
リァードン，R。C．（2000）
社会階層説（ホリングスヘッド，A．B．，ミラー，D．C．
　　とフォーム，W．H．，プラウ，P。幽とダンカン，0．D．）
個人差説（ボーディン，E。S．，ロー，A．，ホランド，
　」．L．）
キャリア発達段階説（ギンズバーグ，£．，ミラー，D．C．
　　とフォーム，W．H．，ティードマン，D．V．とオハラ，
　　R．P．，スーパー，D．E．，シャイン，E．H．）
ライフサイクル説（エリクソン，E．H．，　レヴィンソン，
　　：D。J．）
生態学的・システム論的アプローチ（ヤング，R．A．と
コリン，A．，ヴァンドラック，F．W．，チェックランド，
　　P。）
伝記的アプローチ（プラマー，K∴，ラニアン，W．）
解釈学的アプローチ（ショッター，」．，ヤング，R．A．）
発達論的コンテキスチュアリズム（ヴァンドラック，
　EW．）
発達論的システム理論（フォード，D．H．とうーナー，
　：R．M）
システム理論（ブルーステイン，D．L．）
学習理論（社会的学習理論）
個人一環境相互作用理論（P－E　もransaction）
職業適応理論（デーヴィス，R．とロフキスト，L．）
価値観モデル（ブラウン，D．）
社会的認知理論
情報処理理論
コンテキスチュアリズム（コリン，A．とヤング，R．A．）
サヴィカス，M．L．（1995）の分類にある6っの
理論に加えて，
社会的学習理論
アタシ3ン理論
構造理論（パーソンズ，F．，　ロー，　A．，ホランド，
　J，L）
過程理論（スーパー，D．E．，クルンボルツ，」．，ティー
　　ドマン，D．V．とオハラ，R．P．）
　「表」は，筆者が1991年忌行った進路指導理論の分類（仙騎武・野々村新・渡辺三枝子編著「進路指
導論」，福村出版，所収）に，それ以降の年代のものを加えながら再編したものである。ただし，狛91
年の上記文献にあったヒューワー，V．H．（1963）とヤング，　R．B，（1988）の分類、はここでは割愛した。
「表」のロー，：8。（1981）は英国，コリン，A．とヤング，　R，A．（1986）はカナダ，その他は米国の分類
である。
　上記の諸分類のうち，サヴィカス，M．L．（1995）の分類及びブラウン，D．とブルックス，L．（1996）
の分類にある「コンテキスチュアリズム」（Co嬬extualism）は，変化する人間と変化する文脈（環境）
との相互作用を動的に捉える理論であり，システム理論，アクション理論と多くの共通点がある。
　なお，分類者および理論の類型にある研究’者と関連する文献は，紙幅の都合等で「注および参考文献」
に出てくるもの以外はここでは割愛した。
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はその例である。
・社会学的理論；社会学的理論は，個人が属する社会階層，社会的・経済的地位，所属集団と
準拠集団，文化，社会的・経済的・技術的変動，雇用情勢，一般的に社会的文脈が個人の進路
選択・決定過程に及ぼす影響力に関心を払う。「表」の社会学的モデル，社会階層説，機能主
義偶然理論・運命論等がその例である。最近では，コミュニティ理論やコンテキスチュアリ
ズムのように，個人と環境，個人と社会的文脈との相互作用に一層の関心を払った新しい社会
学的理論が出現している。
・発達理論；この理論は，特性因子理論のように，進路の選択・決定をひとつの「出来事」
（an　evenむ，　a　one－step　operatio鍛）とみるのではなく，「発達の過程」（ギンズバーグ，　E．，1951），
「多くの心理的要因と社会的要因との相互作用の過程，それらの統合の過程を含むダイナミッ
クな過程」（スーパー，D．E．，1957）として捉えたところに大きな特色がある。そして，この
場合，一般的には自己，または自己概念の発達の過程が焦点となっているから，発達理論は，
事実上，自己概念理論であるといえる。
　スーパーによれば，「自己概念」（self　co漁cept）は，個人の自分自身に対する認知，自分自
身の置かれている状況に対する認知，そして，個人が世界を解釈する仕方を含んでいるとされ
’るから，その本質は，「個人が自分で捉えた自分自身についての映像」（現象学的自’己像）であ
るとみなすことができるのである。この自己概念の発達の過程は，青年期までは，自己概念の
「形成」（formation）一「置き換え」（tr雛slatio鍛）一「実現」（implementatiOR），の過程，
青年期以降，全うイフスパンでは，自己概念の「修正」（modification）一「適応」（adjust－
ment）の過程として理解される4）5）。
　発達理論の内容は，パターン理論，自己理論，ヒューマニスティック理論　自己概念・発達
理論など別名称で分類される理論と基本的に同じである。
・認知的発達理論；自己概念という言葉の意味内容からみて，自己概念理論はすでに「認知的
発達」（cognitive　development）の要素を含んでいるが，「認知的発達理論」として分類され
るときは，一般的には，「意思決定理論」（decision　mak鎗g　theory）と「社会的学習理論」（so－
cial　leamingもheory）を指している。前者は，　E意思決定に含まれる要素や考える手順等をシ
ステム化したものであり，後者は，模倣学習，観察学習，モデリングなど，広く社会や人間関
係のなかの学習を中心に理論化したものである6）。ブラウン，D．とブルックス，　L．の分類に
みられる社会的認知理論と情報処理理論はともに認知的発達理論として分類してよいものであ
る。
・解釈学的アプローチ；「解釈学的アプローチ」（hermeneutical　approach）は，コリン，　A．
とヤング，R．　A．（1986）がキャリア理論の新しい方向性を示すものとして注目した理論のひ
とつである。それは，この理論が，発達理論を含めた従前の理論よりも個人と環境の両面およ
び両者間の相互作用過程をより動的に捉えている点で理論としての成熟度が高いとみたからで
ある。ここで，解釈の対象として選ばれたのは，個人が日々行っている実際の行為や経験であ
り，それについて語られた言葉や物語であった。いわば日常性，刻々と変化していく日常の出
来事や事態に目を向けたのは，その中にこそ存在論的意味，生きる意味や将来の展望とパース
ペクティブが引き出されるべきものとして内在していると考えるからであるが，そのためには，
解釈するその人が，自分の眼で事態をありのまま見ることができること，既成の枠組みや生き
方，一般原則から解放されていること，など…定の条件が必要とされる7）8）。一解釈学的アプロー
チが「ポストモダニズム」（postmodemism）の狽1に立つとされるのは，その背後にこの客観主義や理
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論モデルからの自由の精神が存在するからである一9）。
　解釈学的アプローチのキーワードは，さしあたり，「意味」（mea琵ing）「実際の行為」（pmc－
tical　acもiviもy）一パッカー，M．J．（1988）一，「人間の行為」（h簸man　action）一コリン，A．とヤ
ング，R．A．（1992）一である。
　解釈学的アプローチと関連性の強い理論には，一般的には，生態学的理論，システム理論，
コンテキスチュアリズム，特殊的には，伝記的アプローチ，アクション理論ナラティプアプ
ローチなどがある◎
・生態学的理論；生態学的理論は，生物と環境の関係を研究する「生態学」（ecology）の考え
方を援用して，人間のキャリアの発達を理解し説明しようとする理論的試みである。この理論
の有用性は，解釈学的アプローチと同様に，キャリア理論の核心部分にあたる個人と環境の相
互作用をより全体的に，よりダイナミックに捉えることができる点にある。
　今，メタファーを用いてこの理論の特徴を述べると，個人が進路を選択・決定する際の規準
は，その個人がそこで生きる意味が発見できるような最適環境となっているかどうかという点
に求められる。ここで，「最適」というのは，生物の生息環境としてのニッチがそうであるよ
うに，必ずしも個人がその環境に完全に適合しているとか，完全な満足を得ているといったこ
とを意味するものではない。それは，多少ともそこに負の要素が存在するとしても，その個人
がそこで生きる意味が発見でき，個性的に，また十分に自分らしく生きることができる限りに
おいて最適であるということである。そのために，この理論が重視するのは，個人が周囲の環
境と広く深くかかわり合うこと，自然事物，人間，技術，情報等を含んだ世界とかかわり合
い，自分を世界と結びつけるその能力である。
　生態学的理論は，コミュニティ理論，システム理論，コンテキスチュアリズム，アクション
理論などとの関連性が強い10）。
2．キャリア理論の転回とその実践的意義
（2－1）：以上でみたキャリア理論の類型的考察から言えることは，理論上，これまでに少
なくとも2回の重要な転回があったということである。1回目は，特性因子理論から発達理論
への転回であり，2回目は，発達理論から解釈学的アプローチへの転回であった。
　1回目の転回を引き起こした主要な原因は，職業（進路）を選択するということの意味の捉
え方の違いにある。特性因子理論は，これをワンステップで完了する1っの出来事とみて，選
択する時点での個人の特性と進路先の要件・因子とを一致させることを目指した。これに対し
て，発達理論は，これを，自己概念を実現する手段を選択することとして捉えた。この違いは，
実践上は，一方が個人の特性の測定，進路に関する情報の提供，および指示的助言に力点を置
いたのに対して，他方が自己概念の形成一発達に向けた援助としての治療・カウンセリングを
重視する，といった違いとなって現れているli）’2）。
　ここで，治療・カウンセリングとは，スーパー，D．E．によると，非指示的助言と指示的助
言とを折衷・循環させて行う職業カウンセリングを指している。「循環方式」（cyclical
method）のカウンセリングとは，クライアントの感情をそのまま受容する⇒進路に関する必
要な情報を提供する⇒クライアントの体験を共感的に理解する⇔進路を選択・決定する際に考
慮に入れるべき事柄や考える手順等について助言する，というように非指示的助言と指示的助
言を交互に取り入れて実施する方法であるi3＞。
　かくして，自己概念の実現に向けた指導は，個人の心理的特性の測定，進路情報の提供，指
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示的助言等に頼った指導だけでは不十分となったのである。それどころか，職業的成熟・発達
を評価する指標として作成された進路成熟尺度等の活用を加えてもなお十分とはいえなくなっ
た。自己概念の実現に向けた指導の条件としては，これらすべてを含め，さらに個人の自己概
念の形成一発達の指導延いては個人のパーソナリティの統合や芋粥癌化に向けた治療やカウ
ンセリングを加えてはじめて必要十分な条件となるからである王4）。
　一方，発達理論から解釈学的アプローチへの転回が真に意味するものは何であったろうか。
解釈学的アプローチの核心部分は，個人の日常の経験や実際の行為を取りあげ，その意味を問
うことにあった。その意味とは，さしあたり，a）「手もとのものとしての日常の経験とその
意味」（ready－to－h縫d賑arrative），　b）「問題の所在，不安な状況とその意味」（u蟹eady－to－
hand－narrative），　c）「目のまえのものとしての問題解決の見通しと対処」（present－at－ha簸d
難arrative），の3っの内容にかかわっている，と考えられている三5）。
　解釈学的アプローチの特色は，このように，経験に意味を付与すること，いわば経験の意味
化を図ることにあるといえるが，このことを進路の選択・決定過程についていうと，個人が自
分の進路選択・決定という経験を，一度，既成の枠組みや一般原則から解き放し自由となって，
自分の眼で主体的に捉え直し，それが持つ自分にとっての真の意味を明るみに出そうと努める
ことであるといえよう。
　「手もとのもの」から「目のまえのもの」に至るこのひたむきな自己探求の過程は，しかし
ながら，解釈学的アプローチだけのものではないことに注意を向けなければならない。たしか
に，解釈学的アプローチは，個人が自らの経験の意味を読み解くことを目指しているが，この
ことは，発達理論でいう自己概念，または現象学的自己像の実現ということと論理的にも，実
践的にもつながっていると考えられるからである。実際，解釈学的アプローチによって進めら
れる指導では，個人が日常の経験自体を自分の眼でよく見て，それを自分の言葉で表現し物語
るのを助けるが，この指導の過程は，そのまま，現象学的自己像の形成一発達とその実現を助
ける過程と重なると考えられるからである。もしそうであるなら，発達理論から解釈学的アプ
ローチへの転回は，かえって，発達理論への本質的回帰として捉えるべき側面があるというこ
とになる。この時，解釈学的アプローチは，発達理論に基づく実践に不可欠な治療やカウンセ
リングと深くかかわり合って，経験の意味化という視点からその内容をさらに豊かにすること
に寄与すると考えられるのである。
（2－2）：今や，発達理論に基づく治療やカウンセリング，また，いわば「物語としてのキャ
リア」や「ナラティブ」の方法が，果たして，地域的・国家的・国家圏的差異を“越境”し，
日本の現代学校進路指導の方法となり得るか否かが問われなければならない。
　この時，最も熟慮すべき点は，欧米にあっては，キャリアガイダンス・カウンセリングは教
師も行うであろうが，一般的にはカウンセラーという専門家が対応するという制度的仕組みが
あるのに対して，El本の場合は，それが，通常，学校の教師によって担われているという点で
ある。一解釈学的アプローチは別にして，発達理論がわが国に紹介・導入されて久しいが，理論と実践
との聞にズレが生じている。その原因の多くは，発達理論に基づく実践に不可欠な治療やカウンセリング
を実施する制度的仕組みが学校に用意されていないことにある。一したがって，当面，学校の教師が
進んで取り紐むことができ，かっ，現段階での最適な方法，すなわち，キャリア理論の理論と
しての成熟の方向にかなっているか，または，それからあまり大きく逸脱しない形で展開でき
る実践のあり方を求めることが必要となっているのである。
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　ここで，現代学校進路指導をやや構造的に捉えてみたい。その全体を層化してみると，現代
学校進路指導は，「理論の層」，組織的・計画的に行われる「実践の層」，そして随時の指導・
相談を中心とする「日常性の層」の3層から成るものとして捉えることができる。
　このうち，「日常性の層」一ここは，進路指導にかかわる人々の本音，無意識意識信念等が，時
には隠され，時にはあらわにされる場でもある。一は，現代学校進路指導を根底から支えたり，崩
したりする層であるだけにその進め方には特に留意しなければならない。それは，この「日常
性の層」の内容となる教師の生徒に対する接し方や語り口が，「ケア」（care餓d　caring）と
して作用し，生徒の心理的支えとなり，その自発的な進路探求意欲を高めることもあれば，逆
に，それが生徒にネガティブに作用し，進路探求意欲をかえって減退させてしまうことがある
など，生徒への影響が大きいと考えられるからである。そして，今日，「日常性の層」，随時の
指導・相談がケアの場となるように構成し直すことが現代学校進路指導のむしろ差し迫った課
題となっているのではないだろうか翻7）。
　同時に，こうようにして教師によって行われるケアは，その展開によっては，発達理論延
いては解釈学的アプローチに基づく実践へと繋がる契機となる可能性もある。
　たとえば，全うイフスパンのうち，中学校在学期，高等学校在学期に焦点づけてみると，こ
の時期の生徒が特定分野の職業に対する能力・適性・興味等が顕著となったり，情熱の焦点と
なるような「キャリア・アンカー」が出現したことが認められたときは，教師はこのことをそ
のまま受容するとともに，それを継続して探索するよう勧ある，あるいは，将来の進路選択へ
の不安や疑いが強くなったり，アイデンティティの危機に遭遇しているとみられる生徒に対し
ては，教師は，この生徒を共感的に理解するように努めるとともに，明日の，近未来の目標を
一緒に見つけようと勇気づける，こういつたことがケアとして作用し，発達理論に基づく指導・
援助，自己概念の形成一発達とその実現に向けた循環方式のキャリアカウンセリングへと進ん
でいくことも期待できるのであるi8）。
　また，進学すべき上級学校の選択・決定に迷っているとみられる生徒に対しては，たとえば，
「その学校があなたの将来の生き方にかかわる具体的な学校かどうかを一緒に考えよう。」といっ
て，教師が生徒にとってケアの体現者である「メンター」（mentor）として働く用意のあるこ
とを伝えるような語り口は，教師と生徒の人間関係の質を変え，相互の対話を促進させること
がある’9）。そして，その結果，生徒の内部にも変化が生じ始め，学校選択という経験の真の意
味，近未来における自己の生とキャリアの意味化が進むということがある。この時，教師が行
う随時の指導・相談は，たしかにケアとして作用していると考えられるのであるが，この指導
が進展すれば，解釈学的アプローチでいうところの「手もとのもの」から「目のまえのもの」
へという読解の過程に踏み込んでいくことも不可能ではないであろう。
　ここでは，随時の指導・相談がまずケアとして作用するように，「日常性の層」の見直しを
図ることが，現代学校進路指導を改善するための大前提であることを指摘したのである。
結びに代えて
　バットマン，W．とマクマホン，　M．（1999）は，現代のキャリア理論を「内容理論」「過程
理論」「内容・過程理論」（content・process　theory）の3っに分類している。内容理論は，個
人の属性や特性，環境要因や文脈等，進路の選択・決定の際に考慮すべき内容を中心に理論構
成したもので，特性因子理論やパーソナリティ理論がこの分類に入る。過程理論は，進路選択・
決定の過程を全うイフスパンにわたるプロセスとみるところに特徴があり，発達理論や意思決
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定理論がその典型である。内容・過程理論は，内容理論と過程理論の持つ性質を合わせたもの
で，解釈学的アプローチと既述のこれと関連性の強い理論がここに含まれる20）。
　この分類法によると，たとえば，ブラウン，D．とブルックス，　L．（1996）の分類にある
「価値観モデル」は内容理論，「情報処理理論」は過程理論，「社会的認知理論」と「コンテキ
スチュアリズム」は内容・過程理論として分類し直すことができる。その他のものについても
同様に，この分類法による分類が可能である21）。
　このような視角からみると，キャリア理論の面訴化，または再編化は，さしあたり内容・過
程理論によって実現されそうである。けれども，現段階では，内容理論や過程理論一そこでは，
「部分理論」（segmental　theory）やr狭い専門の学派」（narrow　school）の理論が中心的役割を果た
している。一，が内容・過程理論に吸収されたり，それによって止揚されているわけではなく，
それぞれに独自の位置を占めているのである22）。このことを別の角度から立証しているのがりァー
ドン，R。（1（2000）たちの分類である。ここでは，キャリア理論は，「構造理論」と「過程理
論」と2分されるが，事実上，前者は特性因子理論後者は発達理論に対応していて，むしろ，
内容理論や過程理論を際立たせたものとなっている23）。
　したがって，現段階では，内容理論（または過程理論）か内容・過程理論か，部分理論か理
論の収激化（または再編化）か，といった問題の立て方は適切ではないであろう。むしろ，キャ
リア理論の理論としての成熟度を高める方向を見据えながら，内容理論（または過程理論）と
内容・過程理論，部分理論と理論の商館化の間の連続性と非連続性を明らかにすることが先立
つ課題となっているといえよう。
　ひるがえって，日本の現代学校進路指導は，生徒の進路未決定・不決断，不本意入学，進路
変更，中途退学，不登校生徒の進路問題　モラトリアム現象など，いくつもの実践上の困難な
問題や課題を抱えている。この時に当たり，問題や課題の性質，複雑さや困難さを勘案しなが
ら，類型的に捉えられた欧米のキャリア理論を基底にして，これを選択的に援用し，その問題
や課題の解決に迫るということがあってよいであろう。
　本稿は，キャリア理論の中でも，特に特性因子理論，発達理論，解釈学的アプローチに着目
して，それらの間の連続性や非連続性を明らかにしつつ，現代学校進路指導の実践的契機や可
能性を試論的に述べたものである。
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